様式⑤

現場プレ実習報告・実習計画原案

実習先　　　　　　　　　　　　　　　　　　学籍番号　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	現場プレ実習　実施日時　　　　　年　　　　月　　　　日（　　　　）　　　　　：　　　　～　　　　：　　　　
◆１　プレ実習で感じたこと・学んだこと



◆２　ソーシャルワークに関心をもった「きっかけ」から、問題意識の原点を整理する。
	Ｑ１．あなたが、「社会福祉」に関心をもったきっかけは何ですか？

Ｑ２．あなたが、ソーシャルワーカーという存在を知ったきっかけは何ですか？



◆３　なぜ、あなたがソーシャルワーカーをめざすのか動機を整理する

	Ｑ３．なぜ、あなたは、「ソーシャルワーカーとして働きたい！」と考えたのでしょう？
Ｑ４．ソーシャルワーカーの活動をみると、その役割や働き方、働く場所は多岐にわたります。ソーシャルワーカーになったあなたは、どのような活動に取り組みたいですか？（できるだけ具体的に）



◆１，２，３より、私にとっての実習の意義「領域選択の動機（問題意識を含む）」を整理する
	①ソーシャルワークに関心をもったきっかけを記す。（例：○から△に関心をもった）

②ソーシャルワーカーをめざす動機を明示。（例：□を実践できるソーシャルワーカーをめざしている）

③そのために、実習で学びたいことを説明する。（例：◇について学びたい）
④配属された実習施設で学び得たいことを示す。（例:そこで、今回の実習では、☆について学び、◇ができるソーシャルワーカーをめざしたい）



◆「実習の具体的達成課題」を考えよう

１．利用者から学ぶこと

	・利用者の何を学びたいですか？

・学びたい理由は何ですか？




ヒント：ソーシャルワーカーの専門的支援を学ぶために、まず、実習施設の利用者像を理解することが大切になります。それでは、利用者とのかかわりをとおして、どのような利用者像を理解することが求められるでしょうか。たとえば、「ニーズを理解する」のであれば、どのようなニーズを理解しようとしているのかまで記述してください。

２．ソーシャルワーカーから学ぶこと

	・ソーシャルワーク実践の何を学びたいですか？

・学びたい理由は何ですか？




ヒント:実習では、支援計画の立案や連携の方法など、ソーシャルワーカーの実践を学びます。しかし、その学びには、ソーシャルワーカーとしての「価値」を合わせて学ばなければ、ただ「手続き」や「手順」を知ったことにしかなりません。直接・間接援助技術、ケアマネジメントなど、援助理論と実践とを結びつけて考えていきましょう。たとえば、「連携」に着目した場合には、想定される連携の形はいくつもあります。誰（何）と誰（何）の連携をさしているのかを具体化していきましょう。

３．実習施設の取り組みから学ぶこと

	・ソーシャルワーク実践の何を学びたいですか？

・学びたい理由は何ですか？




ヒント:個別の支援ではなく、利用者全員に対する実習施設レベルの取り組みについて考えてみましょう。運営主体が複数の事業を展開しているのであれば、それらが全体としてどのように利用者を支えているのか、実習施設の運営理念・方針を実現するための方策についても着目していきましょう。そのなかでは、実習施設が地域の社会資源とどのように結びついているかについて、実習施設のある地域の地域特性についても視野に入れることが大切です。


